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尿路感染症に対す るPipemidic acidの 使用経験

広田紀昭 ・山田智二

北海道大学医学部泌尿器科学教室

(主任:辻 一郎教授)

は じ め に

Pyridopyrimidineの 誘 導体 の1っ で あ る新 た な化 学

療 法剤Pipemidic acid trihydrate(PPA)は 各 種 抗 生

物 質 との 間 に交 差 耐 性 を示 さず,か っPiromidic acid

(PA),Nalidixic acid(NA)耐 性 菌 に も有 効 で あ り,

と くに従 来 難 治 性 で あ った 緑 膿 菌 を含 む グ ラ ム陰 性 桿 菌

に も有効な薬剤として注目されている。

今回,大 日本製薬から本剤の提供を受け,尿 路感染症

に使用したので,そ の使用成績を報告する。

症例および投与方法

昭和49年9月 か ら50年2月 にわたり北海道大学医学

部付属病院泌尿器科を受診 した外来および入院患者で,

Table 1-1 Effect of PPA in urinary tract infections
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単純性あるいは合併症を有する複雑性の尿路感染症16

例(25～72才,男 子7例,女 子9例)を 対象 とした。

このうち単純性尿路感染症は3例 の急性膀胱炎だけ と

し,残 りは複雑 性尿路感染症に対する効果をみることと

した。その内訳は神経因性膀胱に合併した尿路感染症4

例,尿 路結石に合併した腎孟腎炎3例,水 腎症に合併し

た尿路感染症2例,そ の他,子 宮癌膀胱浸潤,子 宮癌術

後尿痩,膀 胱尿管逆流症,尿 道狭窄に合併した尿路感染

症各1例 の計13例 となる(Table1)。

投与方法は1日 量を3～6錠(750～1,500mg)と し

て3回 に分け食後に内服させた。

投与期間は6～14日 間 とし,投 与終了後に治療効果を

判定 した。

効 果 判 定

治療効果は投薬終了後の自覚症状,尿 検査成績を判定

基準とし,そ のいずれもが正常化したものを著効 いず

れも不変だったものを無効 効果があるが完全ではなか

ったものを有効とした。

治療効果および副作用

単純性尿路感染症では著効2例,有 効1例 であった

(Table 1)

。しかし,複 雑性尿路感染症では著効2例,有 効3例,

無効8例(Table 1)で あ り,感 染を維持,助 長する種々

の合併症を有する症例であるので治療成績が思わ しくな

いのは当然である。

なお,症 例4は 神経因性膀胱に合併した,種 々の抗生

剤投与によっても難治性の急性腎盂腎炎で,起 因菌は緑

膿菌 ・変形菌の混合感染であったが,本 剤投与により解

Table 1-2 Effect of PPA in urinary tract infections
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熱し,尿 所見 も著明に改善されたことが注 目された。

次に,複 雑性尿路感染症13例 中8例 については,各

起因菌について本剤のMICを 測定 し得た。その結果,

MICが1.56～6.25μg/mlの6例 では著効1例,有 効

2例,無 効3例 であ り,MICが200～400,μg/mlの2

例は当然のことながら無効であった。

なお,副 作用については,ほ とんど問題 となる症状の

出現なく,た だ,1例 だけ,投 薬前から肝障害のあった

症例に本剤を投与 し,血 清transaminase値 の 軽度上

昇をみたが,こ れは投薬中止によ り速や かに正常化 し

た。

ま と め

単純性尿路感染症に対する本剤の効果は,諸 家の報告

と同様に,投 与 した3例 ともに有効であった。そこで複

雑な合併症を有し,難 治 性と思われる尿路感染症13例

に対 して効果を検討 し,約40%の 症 例に有効であった。

また,と くに問題 となる副作用の発現はみ られなかった。

終わ りにあた り辻0郎 教授のご校閲に感謝致 します。
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Simple and complicated urinary tract infections were treated with pipemidic acid at daily doses 

of 750 mg to 1, 500 mg for 6 to 14 days. 

Three cases of simple urinary tract infections were all treated successfully with this drug. In 

13 cases of complicated urinary tract infections with underlying diseases, which were considered to 

be difficult to be cured, the efficacy rate of pipemidic acid was about 40 %. 

There was no problematic side effect possibly due to this drug.


